




作品「HASHIRA」の柱は画一的なグリッドによって構成さ

れており、それぞれの柱の太さ、屋根までの距離も同じであ

る。唯一特殊な点はその柱が 12 方向に向かってある一定の

角度で傾いていることである。それは極めて単純な変化だと

考えられるが、結果的に現れる空間は一般的な空間とは全く

異なるものとなる。1F 部分は柱が比較的均一に並ぶため、

見通しが良く、オープンな空間となるが、上階にいくにつれ

複雑な空間が現れる。複合商業施設として提案する本作品は、

傾いた柱によって作られる領域に各店舗が存在する。様々な

人のアクティビティが柱とともに錯綜し、人と建築が「建築

要素」を介して密接に関わり合いつつも、その関係は絶えず

変化し続ける。

作品「HASHIRA」

立面

屋根取り外し 1F 近景 中層部分近景

上層部分近景



都市において密集した建築群から壁のような印象を受けるこ

とがある。そういった場所では、その奥に何があるか分から

ず、中に入っていくことも叶わない。本作品は周囲のボリュー

ムと比べ、巨大なものだが、人の視線、行動を遮るものでは

なく、むしろ壁とヴォイドによって建築と人、通りと通り、

壁のあちら側とこちら側を繋いでいる。具体的な内容は、店

舗兼集合住宅。1F は店舗、2F からは集合住宅であり、壁に

よって囲まれた中庭に 1F の店舗から生まれるアクティビ

ティが表出することを目指し、具体的な用途・機能を設定し

た。そうすることでアクティビティがヴォイドを通して周辺

の通りに垣間見え、人を引き込むことが期待できる。またヴォ

イドによって切り取られる空は、壁のあちら側が持つ魅力を

伝えてくれるだろう。

作品「KABE」

北側から俯瞰する

インテリアヴォイドから見る空西側交差点から端部を望む

中庭見下ろし


